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PCP-200 


プリン写ル 


取扱説明書 

応用編 

保証書付(裏表紙） 



本書では、プリン写ルの各機能について 
くわしく説明しています。 


♦操作を始める前に、別冊の「入門編」をご覽 
<ださい。 

♦ご使用の前に「安全上のごを意」をよくお 
読みの上、正しくお使いください。 


♦本書はお読みになった後ち、大切に保管 
して < ださい。 


文宇の入力 
はがをの巧名印刷 
はがをの文面印刷 
デジタル写真印刷 
データの巧巧(パックアップ) 
その他の設定 
こんなとをは 
資料集(別売品一質など) 


CASIO 



をを上のごま意 


このたびは、本機をお買い巧めいただきまして、誠にありびとうございます。 

ご使用の前に、「ま全上のごを意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

本書はお読みになった後ち大切に保管してください。 

給表でについて 

この取扱説明書および製品での表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々 
への危書や財産への損書を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。その表示と意昧 
は;欠のよラになっています。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ危険び想 
定される内容を示しています。 

A ミち意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷書を負ラ危険び想定される内 
容および物的損喜のみの発生び想定される内容を示しています。 


給表示の例 

A 記号は「気をつけるべさこと」を意味しています。（左の例は感電を意） 

® &記号は r してはいけないこと」を意味しています。（左の例は分解禁止） 

か ♦記号は「しなければいけないこと」を意味しています。（左の例はプラグをコンセントか 

を 5 巧 <) 


A 警告 


煙、臭い、発熱などの異常について 

0 煙び出ている、へんな臭いびする、発熱しているなどの異常状態のまま使用しないでくだ 
さい。そのまま使用すると、乂災•感電の原因となります。すぐに;欠の処置を行ってくだ 
さし、。 

1 . 電源スイツチを切る。 

2. AC アダプターをコンセントから巧く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。 


AC アダプターについて 

O AC アダプターは使いかたを誤ると、火災-感電の原因となります。 

次のことは必ずお守りください。 

-必ず付属品を使用する 

. 電源は、 AC 100 V (已0/己 OHz ) のつンセントをイま用する 

• 1つのコンセントにいくつちの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足配線をしない 


AC アダプターについて 

0 AC アダプターは使いかたを誤ると、傷びついたり破損して、乂災•感電の原因となりま 
す。なのことは必ずお守りください。 

.重いちのを乗せたり、加熱しない 
. 加工したり、無理に曲げない 
•ねじったり、引っ張ったりしない 

. 電源コード/ AC アダプターのプラグび傷んだ日お買い上げの販売店またはカシオテ 
クノ修理相談窓口に連絡する 












A 警告 


AC アダプターについて 

® •濡れた手で AC アダプターやプラグに触れないでください。 

感電の原因となります。 

. AC アダプターは水のかか日ない状態で使用してください。水びかかると乂災や感電の原 
因となります。 

. AC アダプターの上に花瓶など液体の入ったちのを置かないでください。水びかかると乂 
災や感電の原因となります。 


水、異物はさける 

7 j <. あ体、異物(金属片など)び本機内部に入ると、火災•感電の原因となります。すぐに 
^次の処置を行ってください。 

1. 電源スイッチを切る。 

2. プラグをコンセントか日巧く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。 


分解-改造しない 

® 本機を分解-改造しないでください。感電-やけど-けびをする原因となります。 

内部の点検.調整-修理はお買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口にご依頼 
ください。 


落とさない、ぶつけない 

0 本機を落としたときなど、破損したまま使用すると乂災•感電の原因となります。すぐに 
次の処置を行つてください。 

1.電源スイツチを切る。 

2.プラグをコンセントか日巧く。 

3.お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。 


袋をかぶ5ない、数み込まない 

Q 本機び入っていた袋をかぶったり、飲み込んだりしないでください。 

窒息の原因となります。特に/」\さなおモ様のいるご家庭ではごを意ください。 


义中に投入しない 

Q 本機を火中に投入しないでください。 

破裂による乂災-けびの原因となります。 


インクおよびプ U ントカート U ッジについて 

〇 .インクび目に入ったり皮膚に付着しないよラにごミ主意ください。 

目に入ったり、皮膚に付着した場合は、すぐに水で洗い流してください。 

万一、異状びある場合は、直ちに医師にご相談ください。 

.インクを誤って飲まないよラにごを意ください。 

インクの成分には、硝酸塩び含まれております。万一、インクを飲み込んだ場合は、直 
ちに医師にご相談ください。 

.プ U ントカートリッジは、おモさまの手の届かない所に保管してください。 

.プ U ントカート U ツジは、改造および再利用しないでください。 
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A ま意 


Q 


感電の原因となることびあります。 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、火災 
なのことは必ずお守りください。 

.ストーブ等の熱器具に近づけない 

. プラグを抜くときは 、 AC アダプターのコードを引っ張日ない(必ず AC アダプターを 
持って巧く） 


〇 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、乂災-感電の原因となることびあります。 

巧のことは必ずお守りください。 

. プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 
. 旅行などで長期間使巧しないとさはプラグをコンセントか日巧く 
. 使用後は本体の電源スイッチを切り、プラグをコンセントか日巧く 
. プラグは年]回じ(上コンセントか日あいて、プラグの刃と刃の周辺部分にほこりびた 
ま日ないよラに、乾いた布や掃除機で清掃する 
. AC アダプター(特にプラグやジャック部分)の清掃には、洗剤を使用しない 


不安定な場所に置かない 

ぐ日ついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置かないでください。 
落ちたり、倒れたりして、けびの原因となることびあります。 


Q 


Q 


置さ場所について 

本機をなのよラな場所に置かないでください。火災-感電の原因となることびあります。 

. 湿気やほこりの多い場所 
. 調理台のそばなど油煙び当たるよラな場所 

•暖房器具の近く、ホットカーペットの上、直射日光びあたる場所、炎天下の車中など 
本機び高温になる場所 


重いものを置かない 

本機の上に重いちのを置かないでください。 

バランスびくずれて倒れたり、落下してけびの原因となることびあります。 


0 


Q 


表示画面について 

液晶表示画面を強く巧したり、強い衝撃を与えないでください。 

液晶表示画面のガラスび割れてけびの原因となることびあります。 

液晶表示画面び割れた場合、表示画面内部の液体には絶対に触れないでください。皮膚 
の炎症の原因となることびあります。 

万一、口に入った場合は、すぐにうびいをして医師に相談してください。 

目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清ミきな流水で最低1已分 L ソ上洗ミきしたあと、医師 
に相談してください。 


大切なデータは控えをとる 

本機やメモ U - 力ードに記憶させた内容は、ノートに書くなどして本機とは別に必ず控え 
を残してください。本機の故障、修理や電池消耗などにより、記憶内容び消えることびあ 
ります。 


〇 
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A ま意 

コネクター部への接続 

モ U —力ード挿入口などのコネクター部には、指定じ(外の物を接続しないでください。 
火災-感電の原因となることがあります。 


•権利者が存在ずる画像などは、個人として利用ずるほかは、著作権法上、その権利者に無断で使 
用でさません。 

•紙幣、有価話券などの中には、その複写物を所有ずるだけでも罰せ5れるものもありまず。 


テレビ-ラジオのそばでのご使用について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議尝 ( VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使 
用されると、受信障害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することびあります。 

• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一不審な点や誤りなど、お気付きのことびあ0ま 
したらご連絡ください。 

• 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用になるほかは、著 
作権法上、当社に無断では使用でをませんのでごま意ください。 

• 万一、本機使巧や故障により生じた損害、逸失利益または第王者か5のいかなる請巧についても、当社では一 
切その責任を負えませんので、あ5かじめご了承<ださい。 

• 故障、修理、電池消耗等に起因する艾章の消失による、損害および逸失利益等につきまして、当社では一切そ 
の責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 
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こんなとをは、どの説明書を読む？ 


• 使い始める前に準備しておくことを知 
0たい 

• 宛名を登録して印刷したい 
• はがきの文面を作って、巧刷したい 
• デジタルカメラで撮った写真を印刷し 
たい 





取扱説明書入門編 


本機の使いかたをイラストでわかり 
やすく説明していまず。 

すぐに写真やはがさの巧刷をしてみ 
たいというときに、お読みください。 


• 文字の入力のしかたを知りたい 
• 宛名面の作りかたについて知りたい 
• で面の作りかたについて、もっと知りたい 
• デジタルカメラで撮った写真を印刷し 
たい 

•機械の調子がおかしい？ 



取扱説明書応用編 (本書) 


本機の機能をフルま用ずるための説 
明が載っています。 

機能別に説明してし)るので、目次や 
索弓 I で使いたい機能がずばや<探せ 
ます。 



デザインカタ□グ 


本機に内蔵されているはがさのデヴ 
インやイラスト-見出しが紹介され 
ています。 

r デヴインカタ□グを見なが己選び 
ましよう」と書いてあるとをは、こ 
のカタ □ グを見なが S 選んでくださ 
し、。 
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使用上のご注意 . 

各部の名称 . 

持ち運びのとさは . 

表示画画の角度を調整する . 

キーボードを開< . 

電源を入れる . 

AC アダプターを接続する . 

電源を入れる/切る . 

使用でさるメモリーカードと写真のデータ.. 

使用でさるメモリーカード ... 

メモリーカードをセットする . 

扱える写真のデータ . 

プリントカートリッジのセットと交換のしかた 

プリントカートリッジをセットする . 

プリントカートリッジを交換する . 

用紙のセットのしかた .. 

使用できる用紙 . 

用紙をセットする . 

印刷するとさの注意事項 ............................... 


^— 7\\ —卜と王な^—の働を . 3ご 

操作の進めかた . 34 

第2章文字の入力 . 35 

で字入力の前に知っておいていたださたいこと . 36 

文字を入れる画面は… . 36 

で字キーの使いかた . 36 

入力するで字の種類の切り誓えかた . 37 

ひ!5びな • カタカナを入れる . 38 

ひ5がなを入れる . 38 

カタカナを入れる . 39 

「ぱ」や「ゃ」などを入れる . 39 

漢字を入れる . 40 

漢字を入れる . 40 

同じ読みのある漢字（同音異義語）を選ぶ . 41 

目的の漢字に変換されないとさ①(単漢字変換） . 43 

目的の漢字に変換されないとさ③（漢字辞書） . 44 

読みから呼び出す…. . 44 

総画数から呼び出す . 45 

部首から呼び出す . 46 

漢字の一覧表から入力したいで字を見つける （ J に区点コード） . 47 


目；夕 


安全上のごま意 . 表紙の裏 

こんなとさは、どの説明書を読む？ . 4 

やりたいこと目次 . 10 

第1章必ずお読み < ださい . 13 
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アルファベットを入れる . 48 

アルファベットの大文字を入れる . 48 

アルファベットのルで;字を入れる . 48 

記号や入力しにくいで字（を、ヴなど）を入れる . 49 

キーに印刷されている記号を入れる . 49 

キーに印刷されていない記号や入力しにくい文字（系、ヴなど）を入れる . 己日 

で字を間違えたとさは . .....己1 

間違えたで字を直す . 曰1 

間違えた文字を消す . 曰1 

で字の抜けているところにで:字を追加する . 曰2 

で字を修飾する . 己3 

で字の書体を変える（フォント） . 曰3 

文;字の色を変える（で字色） . 曰己 

文字のおを変える（又;字体） . 曰6 

で字をまとめて消す . 已7 

範囲を決めて消すほ B 分消去） . 曰7 

入れた文字を全部消す（全で消去） . 曰8 

で字を大きくして確認する（はっきりズーム） . 已目 

よく使ラ語句を辞書に登録する(ユーザー辞書:語句） .... 6日 

語句を登録する . 60 

登録した語句を修正する . 61 

自分でで字を作る（外字） . 62 

はじめから自分で作る（新規作成） . 62 

本機にあるで字を利用して作る（参照作成） . 64 

自分で作ったで字を使う . 64 

自分で作った文字を修正する . 巨己 

自分で作った文字を削除する . 65 

第3章はがさの宛名印刷 . 67 

宛名面の作成と印刷の流れ . 68 

宛名を登録する . 69 

宛名の登録内容を確認する . 73 

已□音順に確認する . 73 

特定の条件に合った人だけ確認する（検索） . 74 

宛名を修正する . 76 

宛名を複写する . 77 

宛名を削除する . 78 

宛名を分類するためのマークを付ける . 79 

マークを変更する . 79 

1件ずつ変更ずる . 7白 

マーク別にまとめて変更ずる . 80 

宛名登録のファイル名を変更する . 81 

登録している宛名の件数を確認する . 82 

宛名面に印刷する夕字の書体（フォント）を変更する . 83 

差出人を登録する . 84 

入カフォーマットと印刷例 . 84 

差出人の入カフォーマットを切り換える . 87 

差出人の登録内容を確認する . 88 

差出人を複写する . 89 

差出人を修正する . 90 

差出人を削除する . 91 
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差出人の郵便番号の印刷位置を決める ..............92 

印刷前に画面で印刷結果を確認する(プレビュー) . ....93 

宛名のプレビューに差出人ち一緒に表示するには . 93 

印刷の種類を選ぶ . 94 

すべての宛名を印刷する . 94 

違中の宛名から印刷する . 96 

] 人ずつ指定して印刷する . 98 

差出人だけを印刷する . 100 

縦書さ印刷のとさ、漢数字と算用数字を切り替える… ... ....101 

印刷位置を調整する . 102 

宛名の郵便番号位置の調整 . 102 

差出人の郵便番号位置の調整 . 103 

住所の印刷位置の調整 . 104 

宛名の一覧を印刷する（住所録印刷） .... 1日己 

郵便番号辞書について . 107 

郵便番号と住所を辞書に登録する(ユーザー辞書:郵便番号) . 108 

郵便番号を辞書に登録する ... 108 

第4章はびをの文面巧刷 . 111 

で面作成の方法について . 112 

あ5かじめ登録されているデザインか5で面を作る(カンタン作成） . 113 

作業の流れ(カンタン作成） . 113 

ジャンルを選ぶ . 114 

デザインを選ぶ . 11己 

イラスト入りのデザインを選ぶ . 115 

写真入りのデザインを選ぶ . 116 

差出人を入れられるデザインを選ぶ . 117 

文面を印刷する(カンタン作成) . 119 

文面の編集機能（カンタン作成） . 120 

写真の一部を切り抜いてで面に入れる（トリミング） . 120 

写真枠の大ささと位置を決める . 120 

写真枠を回輯ずる . 121 

見出しでを編集する . 121 

写真を差し替える . 122 

2枚の写真の位置を入れ替える . 122 

写真の色や濃さを変える . 123 

差出人を差し替える . 124 

和暦と西暦を切り換える . 12曰 

年月を編集する . 125 

パーツを組み合わせてで面を作る(組み合わせ作成） . 126 

作業の流れ(組み合わせ作成) . 126 

組み合わせ作成のフオーマットの種類 . 127 

フオーマットを選ぶ . 128 

内容を設定する . 129 

見出しを決める . 129 

イラストの見出しを決める . 129 

テキストの見出しを決める . 130 

イラストを決める . 132 

文章を決める . 132 

写真を決める . 134 

差出人を巧める . 13曰 

で面の編集機能（組み合わせ作成） . 137 

選んだ巧容を変更する . 137 























































選んだ内容を削除する . 137 

イラストを削除する . 137 

差出人を削除ずる . 137 

で面を印刷する(組み合わせ作成） . 138 

文面を印刷する（組み合わせ作成） . 138 

オリジナルので面を作る（オリジナルはがさ作成） . 140 

作業の流れ（オリジナルはがさ作成） . 140 

オリジナルはがさ作成のフォーマッ!覧 . 141 

作成方法を選ぶ . 142 

フォーマットを選ぶ（新規に作成する） . 142 

登録されている文例を利用しながら作成する（文例を参照する） . 142 

テキストを入力する . 143 

差出人を入力する . 143 

イラスト背景を入れる . 144 

背景として写真を入れる . 145 

で面の登録と呼び出し . 146 

で面を登録する . 146 

登録した文面を呼び出す . 147 

登録した文面を削除する . 148 

ファイル名を変更する . 148 

差出人について ....... 14日 

差出人の登録 . 149 

差出人情報を QR コードとして印刷する . "ISO 

第己章デジタル写真巧刷 . 153 

印刷の種類 ...... 1已4 

選んで印刷する(選んでプリント） .. 1已已 

一覧を印刷する(インデックスプリント） . 1已8 
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第 1 章 

必ずお読み<ださい 
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巧用上のごま意 

本機をモ永くご愛用いただくために、下の点にご注意くださし)。 


ま用ミ品度範囲は已で〜40で(使用最適温度範囲： 
1已で〜3已で）でず。気温の低い場所か5暖かい 
室内に持ち込むと動作部に露びつき正常に動作 
しないことがありまず。このときは1時間じ Lh 放 
置してか5お使いください。 

また、直射日光の当たる場所、湿気のをい場所、 
静電気の発生しやずい場所での使用は避けてく 
ださい。 



長時間お使いになるときは、健康のため1時間 
ごとに10〜1已分の休憩をとり、目および手を 
休めてください。 



巧刷中、登録 • 削除などの編集作業中、プリン 
ター調整中などに電源を切5ないでください。 


テレビなどとは別の電源コンセントを使巧し、 
テレビなどか5遠ざけて使用してください。 




電源を入れたまま長時間放置しないでくださ 
し、。表示輝度の劣化を生じることびあります。 



分解しないで < ださい。 

\ 



本機の上にものを乗せないでください。また落 
としたり強いシヨックを与えないでください。 
故障の原因になります。 


電源を切ったあと、表示画面び完全に消えるま 
で AC アダプターを コンセントか5巧かないで 
<ださい。 




14 


♦印而! I 中は絶対に用紙挿入□のコム□-ラー部および巧紙排出□の□-ラー部に指を近づけないで 
<ださい。 

指び□ーラーに巻き込まれ、けびをずるおそれがあります。 

♦本機を使用中、がし熱くなることがありますげ、故障ではありません。 



使用上のご注意 
































各部のち碌 



含' 

部 

の 

名 

称 


用紙ガイド 
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持ち運びのとをは 


本機を持ち運ぶときは、図のようにキヤ U ング八ンドルを引 
き上げてお使いください。 

「可動範囲 L 非に動かそうとする」などの無理な力 
を加えないよラにして < ださい。無理な力を加える 
と、故障や破損の原因となります。 



表巧画面のち度を調舊する 


表示画面は、図のよラに調整することができます。見やすい 
角度に合わせてください。 

「可動範囲政上に動かそラとする」などの無理な力 
を加えないよラにしてください。無理な力を加える 
と、故障や破損の原因となります。 



^キーボードを開< 


文字を入力するときなどは、本体上部を押さえなが6、キー 
ボードを開いて < ださい。 

「可動範囲政上に動かそラとする」などの無理な力 
を加えないようにしてください。無理な力を加える 
と、故障や破損の原因となります。 


• キーボードを閉じるとまは 

キーボードを r カチッ」と音がするまで押し上げてください。 

-印刷中は、キーボードを閉じないで<ださい。 

-排紙トレイび出ているときは、必ず排紙トレイを戻 
してか5キーボードを閉じて < ださし、。 

-メモ U —カードをセットしたままキーボードを閉じ 
ないでください（必ず、メモ u - 力ードを抜いてか 
ら、キーボードを閉じて < ださい）。 
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を入れる 

B ^. ご購入後、はじめて電源を入れるとさは、リセット（初期化）、プ I 」ンターの調整、時計の時刻合わせなど 
び必要です。別冊の取扱説明書入門編の r 準備をしましよ5」を参照して、必ず行ってください。 


AC アダプターを接続する 


- AC アダプターは必ず AC 1 00 V のコンセント（通常のま庭用コンセント）に差し込んでくださし、。 
•付属の A 巳アダプター化列は使用しなし)でください。 


A 警告 


〇 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、火災-感電の原因となります。 

次のことは必ずお守りくださし、。 

-必ず付属品を使巧する 

. 電源は 、 A 巳1日 0 V (曰日/目 OHz ) のつンセントをイ吏用する 

.] つのコンセントにいくつもの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足配線をしない 


0 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、傷びついた0破損して、火災•感電の原因となります。なのことは必ずお 
守0 ください。 

-重いちのを乗せたり、加熱しない 
-加工したり、無理に曲げない 
-ねじったり、引っ張ったりしない 

-電源コード/ AC アダプターのプラグび傷んだ5お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連 
絡する 


AC アダプターについて 

属れた手で AC アダプターやプラグに触れないでくださし、。 
感電の原因とな0ます。 


磯) 


A ま意 


感電の原因となることびあります。 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、火災 
次のことは必ずお守りくださし、。 

.ス I -ーブ等の熱器具に近づけない 

-プラグを抜くとさは、 AC アダプターのコードを引っ張5なしパぶ、ず AC アダプターを持って抜く） 


Q 


〇 


感電の原因となることびあります。 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、火災 
次のことは必ずお守りくださし、。 

-プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 
-旅行などで長期間使用しないとをはプラグをコンセントからおく 
-使巧後は本体の電源スイッチを切0、プラグをコンセントか5抜く 

. プラグは年]回 ULL コンセントか5抜いて、プラグの刃と刃の周辺部分にほこりびたま日ないよラに、乾 
いた巧や掃除機で清掃する 

- AC アダプター(特にプラグやジャック部分)の清掃には、洗剤を使用しない 



電源を入れる 
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1 付属の AC アダプターのコネクターを、本体の AC アダプター用端子に差し込みまず。 

2 AC アダプターのプラグを、ご家庭用のコンセントに差し込みます。 




電源を入れる 
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電源を入れる/切る 


♦電源を切るとをは 

1 @を押して、電源を切りまず。 


2 表示画面び完をに消えたことを確認しま 
す。 

9 AC アダプターのプラグを、ご 家庭 用のコン 
W セントか5巧きます。 

A AC アダプターのコネクター を、 本体の AC 
1アダプター用端子か5巧さます。 

-必ず表示画面び完全に消えてから AC アダ 
プターを家庭用のコンセントから抜してく 
ださい。表示画面び消える前に AC アダプ 
ターを抜くと登録したデータび消えること 
びあります。 

•電源を切るときは、必ず、プ U ントカート 
U ツジ収納部カバーびきちんと閉まってい 
ることをお認してください。プ I 」ントカート 
U ツジ収納部力 J く一び正しく閉められてい 
ないと、インクび乾燥してプリントカート 
U ツジび使用でさな < なったり、プリンター 
の故障の原因になることびあります。 



♦電源を入れるとをは 

電源び切れている状態でを巧してください。 


押す- 




蜂 


機能 




みけ□: 

:っ30ス-ム漢字 S 


[あ ㈱ )户 eJ 【ラ干]戸 telJ [ぉ fax ] 际祀 j 

画回囚区)回屋 

【さ Q ] 【し…]【す E ] [せ R ] [そ T ] 6 

圆园固回回 ( 


• 「電源を入れる操作」や r 電源を切る操 
作」は、完了するまでに1日〜20秒かかる 
ことびあります。完了するまで、そのまま 
しば5 くお待ちください。 

-本機をご使用になるとさは、プリントカー 
トリッジびセットされていることを確認し 
てください。例えば、「住所録の作成」だ 
けを行いたいときわ、プリントカートリッジ 
をセットした状態で巧ってください。 



電源を入れる 
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使用でをるメモ IJ 一力ードと写真のデータ 


本機は、メモリーカードに保存してある写真のデータを印刷したり、また本機に登録してある住所録 
などのデータをまとめてメモリーカードに保存することびでをます。 


巧用でをるメモリーカード 


-下記 L ソ外のメモ U - 力ードを使用すると、本機およびメモ U - 力ードの故障、破損の原因となります。 

-下記のメモ U - 力ードでを、本機や力ードの状態によっては認識できない、または正しく動作しない場 
合びあります。 

-メモ U - 力ードは、「デジタルカメラ写真のデータ読み込别および r バックアップデータの保存」枚 
面やコメントプリントなどの作成物の保存」のとをに使用します。本機のメモ I 」一増設用 （ 「住所録の 
登録件数を増やす」など）としては使用でをません。 


メモリーカード 

最大容量 

コンパクトフラッシュ （TYPE I/TYPE II ) 

8 G 巨 

六モ U —スティック （ Pr 日含む)*1 

Pro : 4 G 目、その他：1 28 MB 

メモ U - スティック Duo ( P 「 o 含む)※’ 

Pro : 4 G 目、その他： 128 MB 

SD メモ U —カード 

2 GB 

mini SD >< fU - 力ード《己 

2 GB 

micro SD;><fU —カード※吕 

2 G 巨 

SDHC メモ U —カード 

8 GB 

マルチ ディアカード 

] G 巨 

xD ピクチャーカード 

512 MB 

xD ピクチャーカード Type M 

2 GB 

xD ピクチャーカード Type H 

2 G 巨 


《 ] マジックゲート機能び必要なデータは扱えません。 

《2専用アダプターに取り付けたあと、本機に挿入してください。 


※各カードの形状と拝入ち法は、21ページをご覧ください。 

※上記メモ U - 力ードでち、ご使用になれない場合びあります。 

※マイク□ドライススマートメディアには対応してしほせん。 

• コンパクトフラッシュは San Disk Corporation 社の商標です。 

•メモリースティック、メモ U - スティック Duo はソニー株式会社の商標です。 

• SD メモ U - 力ード 、 mini SD メモ U - 力一に micro SD メモ U - 力ードは商標です。 

• マルチメディアカードはドイツ Infineon Technologies AG 社の商標です。 

• xD ピクチャーカードは商標でず。 

♦ご購入繳まじめてほうとを 

ご購入後はじめてメモ U - 力ードを使ラとさは、使用するデジタルカメラで初期化（フォーマット）してから 
お使いいただくことをおすすめします。 

• メモリーカードを初期化しないで撮霞した場合、本機で使用すると r メモ U —力ードエラー」になることび 
あります。 

• メモリーカードをノてソコンで初期化すると、正しく動作しないことびありまず。 

• メモ U —カードを初期化すると、保存されている内容びすべて消えてしまラので、必要のないときは行わ 
ないで < ださい。 



使用でさるメモリ I 力 I ドと写真のデ I 夕 
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メモ IJ ーカードをセットする 


- メモ U - 力ードには表裏、前後のち向びあります。無理に入れようとすると破損の恐れびあります。 

向さや角度にミ主意して、お実にセットしてください。 

-メモ I 」ーカードを使ラ際は、メモ U —カードの取扱説明書をあわせてお読みください。 

• メモ U —力ードをセットする 

■ TO , メモリーカードを一度に複数枚セットずることはでをません。 

. メモ U - 力ードは、必要(上に強く巧し込まない 
で<ださい。また、メモ U —カードびセットされ 
ている巧態で、キーボードを閉めないでくださ 
し、本機およびメモ！ J - 力ードの故障、破損の原 
因になります。 

-故障の原因とな0まずので、メモ I 」ーカード挿入 
□にはメモリーカード （+ アダプター）じ(外のち 
のを入れないでください。 

-万一異物や水びメモ I 」一力ード挿入□に入0込 
んだ場合は、本機の電源を切り、 AC アダプター 
を抜いて、販売店またはカシオテクノ修巧相談 
窓□にご連絡ください。 



1を巧して、電源を入れまず。 

2お使いのメモリーカードの挿入□に、メモ U - 
力ードを、ゆっくり、しっかり巧し込みまず。 



• メモ U - 力ードび正しくセツトされると、 LED び点な 
します。 

- X モ U —カードにアクセス中は、 LED が点滅します。 



使用でさるメモリ I 力 I ドと写真のデ I 夕 
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♦メモリーカードを取り出す 

印刷中'メモ U — 力ードに保存中や画面に 
「メモ U — 力ードを引き抜かないでくださ 
しりと表示されているとさや、 LE □び点滅 
中には、メモ U — カードを取り出さないでく 
ださい。 

1 メモリーカードをまっすぐ手師こ引き抜き 
I まず。 

LED び消元ます。 


扱える写真のデータ 


本機で印刷でさる画像はデジタルカメラなどで撮影した画像で lU 下の条件を満たすちのです。ご使用 
になる機能によって印刷できる写真のサイズが異なりますのでごま意ください。 

(1) DCF Exif 2' UJPEG 準拠） 

(2) 対応ファイルサイズ 

1 0 M Byte しソ下：文面 

コメントプリント 
シール プリント 
写真俳句 
写真カレンダー 
還んでプリント 
□ POF プ U ント 

容量の制約無し：インデックスプ U ント 

(3) 最ル画素数1己0 X 120ピクセル 

♦携帯電話で撮影した写真について 

□CF 規格対応の携帯電話でち、撮影時の操作方法によっては DCF 規格とは異なるフォルダー構成下に 
写真 データび なをされる場合があります。このような写真は本機では印而 I はることはでをません。撮 
影した画像が DCF 規格に準拠した形式でメモリーカード内に保存されるよラに操作してください(撮 
影した画像が、メモリーカードの rociM 」 フォルダーにイ呆存されます)。また、撮影前にモードの設定 
が必要な場合びあります。詳しくはご使用になる携帯電話の取扱説明書をご覧ください。 



使用でさるメモリ I 力 I ドと写真のデ I 夕 
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プリントカートリツジのセツトと5^のしかた 

印刷するとをには、プリントカートリツジを使います。 

BTO , 必ず指定のプリントカートリツジをお使いください。（►>241ページ） 


プ IJ ントカート U ツジをセツトする 


1 AC アダプターを接続して、電源を入れます 
(►►17ぺ-ジ)。 

2 プ U ントカート U ツジについているピンク 
のタブを引いて、透明のプラスチックテー 



-必ず透明のプラスチックテープだけをはび 
してください。金色の金属フィルムは絶対 
にはびさないで<ださい。プ U ントカート 
U ッジび使用でさなくなります。 

-一度はびした透明のプラスチックテープ 
は、絶対に貼り直さないでください。ノズ 
ル内のインクび混ざり合い、使用できなく 
なることびあります。 

3 プリントカート U ッジ収納部カバーを開を 
まず。 

プ I 」ンターび動をます。 


「可動範囲しソ上に動かそうとずる」などの無理 
な力を加えないよラにして<ださい。無理な力 
を加えると、故障や破損の原因となります。 

4プ U ントカート U ツジを r カチッ」と音がす 
るまで、しっかりと巧し込みます。 



•正しくセットしないとプ U ントカート I 」ッジの 
故障の原因となります。 


ちプ U ントカートリッジ収納部カバーを閉め 
ます。 

※カバーび開いていると、エラーび表示されま 
す。 

自動的に口 U ンターの調割を行います。 
プ1」ンター調整用の用紙をセットして1画の 
指示にしたびって操作してください。 
「用紙のセットのしかた」►>2已ぺージ 
「プ I 」ンターを調整する」 ►► 203ページ 



E |] 刷でまるな数（目安） 

本機に付属のプ I 」ントカート I 」ツジで印刷でをる枚数は下記のとおりです。 
はびき印刷：約180枚 標準写真（1_判ヴイブ）：約90枚 

※印刷する内容によって、印刷でさる枚数は異なります。 

※印刷条件の詳細（►►24]ページ）。 



プリントカ—トリッジのセットと交換のしかた 
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プ u ントカート u ッジを交換する 


1 


AC アダプターを接続して、電源を入れまず 

(►►17ページ）。 


プリントカートリツジ収納部カバーを開さ 
まず。 



プリントカートリツジを下に巧しなび5手 
前に引きまず。 





新しいプリントカートリツジをセツトしま 
ず。 

「プ U ントカート U ツジをセツトする」 

►►23ぺージ 


プリントカートリッジ使用上のごま意 

-インクが目に入ったり皮膚に付着しないようにごま意ください。目に入ったり、皮膚に付着した場合 
は、すぐに水で洗い流してください。万一、異状がある場合は、直ちに医師にご相談ください。 
•インクを誤って飲まないようにごミ主意ください。インクの成分には、硝酸塩が含まれております。 

万一、インクを飲み込んだ場をは、直ちに医師にご相談ください。 

•プリントカートリッジは、おテさまの手の届かない所に保管してください。 

•プ U ントカートリッジは、改造および再利用しないでください。なお、プ U ントカート U ッジの改造や 
インクの詰め替えなどによって生じたプ U ンターおよびプ U ントカート U ッジのトラブルについては、 
当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

•振動や衝撃を与えないでください。また、金属部分には手を触れないでください。 

•プ U ンターに装着するまでは包装を開封せずに、直射日光を避け、常温で保管してください。 

•使用中のプ U ントカートリッジは、本機に入れたまま保管してください。プ U ントカート U ッジを単体 
のままで長期間保管すると、インクノズル部分の目詰まりの原因となります。 

プリントカートリッジに印刷されている数字の見方 

-プ U ントカート U ッジに印刷されている数字は、使用期限です（ちのイラスト 
の「2日07/12/18」は「2日日7年] 2月 ] 8曰」を表しています）。使用期限ま 
でに使い切って<ださい。 

なお、良質な印刷品質を得るたがに、使用開始後日ヶ月政内に使い切ることを 
お勧めします。 



資源の節約-有効利用と環境保護のため、使用済みのプ U ントカート U ッジの回収にご協力ください。 

プ U ン写ルでは、曰本ヒューレット-パッカード株式尝社製のプ U ントカート U ッジを使用しています。 
使用済みのプ U ントカートリッジは、販売店に設置されている曰本ヒューレット-パッカード株式含社指 
定の回収ボックスに入れてください。 



プリントカ—トリッジのセットと交換のしかた 
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《 iriOxl 巳 cm 」 は、おおよそのサイズです。 

《2「1 ox 1巳タブ」印刷用撇ま、下記のものをご使用ください。 

《日本ヒューレット-バッカード株式会社製》 

•アドバンスフォト用紙(光沢） 

-使用でさる用紙は、用紙のサイズ、厚さおよび種類び上記の表の条件に合っているものだけです。 
•〕ピー用紙などの薄い紙や、巧状び不定おな用紙などは、故障の原因となりますので、絶対に使用しないで 
<ださい。 

-写真店などで注文することびできる「写真付さポストカード」馆製はびきに写真び貼り付けられてし)るも 
の）の宛名面への印刷は、本機ではできません。 

※用紙詰まりや故障の原因となりますので使用しないでください。 


用紙のセツトのしかた 


印刷する前に用紙をセツトします。 


用紙 

サイズ 

厚さ 

用紙の種類 

はがさ 

(縦）1 48 mmx (横）1 00 mm 

官製はがさと同等の厚 
さで、日.1 8 mm 〜0.2 
目 mm の範囲のもの 

•普通官製はがを 
•インクジ エッ ト用はがさ 
•フォト光沢はがさ 

A 巨 

(縦）1 48 mm X (横）1日曰 mm 

官製はがさと同等の厚 
さで、 0. 1 8 mm 〜0.2 
6 mm の範囲のをの 

•インクジ エッ ト用紙 
•フォト光沢紙 
•普通紙 

L 判 

(縦）1 27 mm X (横) 8日 mm 

官製はがさと同等の厚 
さで、 0. 1 8 mm 〜0.2 
目 mm の範囲のもの 

•インクジ エッ ト用紙 
•フォト光沢紙 
•普通紙 

2 L 判 

(縦）1 78 mm X (横）1 27 mm 

官製はがさと同等の厚 
さで、日.1 8 mm 〜0.2 
目 mm の範囲のもの 

•インクジ エッ ト用紙 
•フォト光沢紙 
•普通紙 

1 0 x 1 已タブが 

(縦）1目已 mm X (横）1 02 mm 
(タブを切り取り渡 、 lOx 

1日 cm * i ) 

/ 

曰本ヒユーレット-パッカード株 
式含社製 r アドバンスフォト用紙 
(光沢)」 

シール紙 
リ日面付け） 

(縦）1 48 mm X (横）1 00 mm 


別売品 ri 目面分割光沢フォトシー 
ル」 （ P 0-1 日日)。241ぺージの別 
売品一覧をご覧ください。 


♦ r タブ付を用紙 J とは？ 

r 切り取り可能な部分(タブ)」が付いている印刷用紙のことです。 

本機で、 10 x 1 己 cm*i のを白のない写真を印品りするときは、10 XI 已タブをご使用になり、ロチ 
なし」を指定して印刷を行ってください。 

印刷後にタブを切り離すと、 10 x 1 已 cm * i のを白のない写真びできます。 


巧用でをる用紙 



用紙のセットのしかた 
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用紙をセットする 


-用紙は、必ず、印刷停止中にセットしてください。印刷中に用紙の出し入れは行わないでください。故 
障の原因になります。 

•用紙どうしび静電気ではりついてしぶときは、間に空気を入れるなどしてからセットしてください。 

. 印刷中に用紙を追加することはでをません。 

-「1己分割光沢フォトシール」 r インクジェット紙光沢年賀郵便はびき」は、1枚ずつセットしてくださし、。 

-フォト光沢はびさは、印刷時に、用紙どうしび貼り付きやすい場合、1枚ずつセットしてください。 

-印刷途中に絶対に用紙を弓 I さ抜かないでください。 

-用紙に反り' 曲びりびあると用紙びつまる原因となります。用紙の反り' 巧びりを直してから本体にセッ 
卜してください。 

-用紙をセットする際は、印刷面を表側にして、必ず用紙の左端を拝入口のを端におわせてセットして< 
ださい。セットをは、必ず r 用紙ガイド」を用紙に当たる位置まで動かしてください。 


1 給紙トレイを開きます。 



3印刷面を表側にして、用紙の左端を挿入 □ 
の左端に沿わせ、軽く止まるまで差し込み 
まず(詳細は、吕7ページ r 用紙をセットする 
向きについて」をご覧ください)。 

•一度にセットでをる枚数は、2□枚までです(印 
刷枚数は99枚まで設定巧能です)。 

. タブび付いている用紙は、タブび上になるよう 
にセツトします。 



用紙 


(本機を側面か5見たが態） 

このとき、上のイラストのように、端にすき間 
が空かないよラにしてください。 

正しくセットしないと、用紙が曲がって挿入さ 
れ、正しく印刷でさないことがあります。 




















4 用紙ガイドが用紙に当たる位置までつまみ 5が紙トレイを引き出しまず。 

をスライドさせます。 ~ 




•正しくセツトしないと印刷の際に、用紙び斜め 
に給紙されたり故障の原因となります。 


♦用紙をセツトする巧をについて 

印刷の種類や用紙の種類によって、用紙をセツトするち向や表裏を確認して、正しくセツトしてください。 


用紙の種お 

印刷の種お 

セツト方向 

はがさ 

宛名印刷 

印刷する面を表側に向 

けて、宛名の郵便番号 / • 

の麵び下側になるよ 。啼を 、 J 0 

す ホ。" 

文面印刷 

s 書 ®/^ が 

款 セット^^ 

還んでプリント 

DPOF プリント 
コメントプリント 
インデックスプ U ント 
写真俳句 
写真カレンダー 

印刷する面を表側に向けてセツトする。 

A6 

選んでプ1」ント 

DPOF プリント 
インデックスプ U ント 

印刷する面を表側に向けてセツトする。 



用紙のセットのしかた 
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用がの種頻 

EP 刷の種類 

セット方向 

脚 

還んでプ1」ント 

DP0F プリント 
コメントプリント 
インデックスプリント 
写真俳句 

印刷する面を表側に向けてセットする。 

2L 判 

還んでプリント 

DP0F プリント 
コメントプリント 
インデックスプ1」ント 
写真俳句 
写真カレンダー 

印刷する面を表側に向けてセットずる。 

10 X 1 巳タブ 

還んでプ1」ント 
インデックスプ1」ント 

印刷する面を表側に向け 
て、タブび付いている側 

。'論 

シール紙 (16 面付け） 

シールプリント 

-印刷する面を表側に向けてセットずる。 

-1 枚ずつセットする 

《一度に複数枚セットすると正しく印刷でさない場 
合びあります。 


※光沢紙に写真を印刷する場合は光沢面を表側に向けてセツトしてください。 
※光沢年賀はびきを使用する場合は、け女ずつセツトしてください。 



用紙のセットのしかた 
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EP 刷ずるとをの ま意事頃 

印刷前の注意事頂 

♦本体は平5な場所に置いてください。 

参プリントカート U ツジび確実にセツトされていることを確認してく 
ださい。セツトされていないと巧刷の動作は実行されません。 

♦プリントカートリツジ収納部カバーび閉じていることを巧認してく 
ださい。 

♦用紙排出□にものげないことを確認してください。 

♦排紙トレイを引き出しておいてください。 

♦フォト光おはびきなどに丽 EP 刷をする場合は、 r 宛名」イ写真印刷」 

の順まで巧刷操作をしてください。 

ただし、写真印刷面にスジ巧のキズび付着する場合びあります。 

用紙七ツト時の注意事 I 具 

♦用紙挿入□、本体内部に用紙び残っていないことを確認してか5、用紙をセツトしてください。 

参用紙を用紙挿入□の奥まできちんと当たるようにセツトしてください。 

♦印刷に適している巧紙については、 r 使用できる巧紙」 （2 已ページ)の説明をご覧ください。 

♦次のよ5なはびきや巧紙を使わないでください。 

-封筒 
• 往復はびさ 

-写真付きボストカード(写真店などでを文できる官製はびきに 
写真び貼り付け5れたもの） 

-表面び凸凹やザラザラのちの 
-巧れ巧がったり、反りの激しいをの 
--般の官製はがきにく 5ベて、極端に厚い紙や薄い紙、腰の強し1用紙 
-樹脂シートなどのインクを吸収しないもの 
-不定おに切断したコピー用紙•カレンダーなど指定 LU がの用紙 
-極端に、用紙どうしの、すべりがわるし、(貼り付きやすし、)用紙 

♦用紙挿入□に一度にセツトでさる用紙は、官製はびきの厚さの場合で「20枚まで」でず(印刷枚数は 
「99枚」まで設定巧能です）。 

♦ ri 巨分割光沢フォトシール」 r インクジエツト紙光ミ尺年賀郵便はび引は、 1 枚ずつセツトしてください。 
複数枚セツトずると正常に印) II できない場合びありまず。 

※光ミ尺でない r インクジエツト紙年賀郵便はびき」では、20枚までセツトできます。 

♦市販のフォト光沢はびきは、印刷時に、用紙どうしび貼り付きやすい場合びありまず。そのときは、1枚 
ずつセツトしてください。 

♦写真店などでを义することができる r 写真付きボストカード」馆製はびきに写真が貼り付け5れてい 
るもの)の宛ち面への印刷は、本磯ではできません。 

※用紙詰まりや故障の原因となりまずので使用しないでください。 





印刷するとさのま意事項 
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印刷中のを意事頂 

♦本体を傾けたり、振動を与えたりしないでください。 

印刷不良の原因となりまず。 

♦印刷中に巧紙をひっぱったり、巧し込んだりしないでください。 

印刷不良や故障の原因となります。 

参用紙排出□をふさがないで<ださい。 

用紙びつまったり、故障の原因となりまず。 

♦印刷中は必ずキーボードを開き、排紙トレイを出した状態でお使いください。 

♦印刷中には用紙を追加ずることはできません。 

印刷中に用紙を追加ずると、用紙びつまったり、故障の原因になります。 

用紙を追加するとさは、印刷中のずべての用紙の巧刷が終わって r 用紙切れ」といラメッセージび表 
示されたのを確認してか5行ってください。 

♦21 枚 liLh (官製はびきの厚さの場合)巧刷するとさは、巧刷中のすべての用紙の印刷び終わって「巧 
紙切れ」というメッセージび表示されたのを確認したあと、用紙をセットして印刷を行ってください。 

♦ EP 刷途中に絶対に用紙を引き巧かないでください。 

♦ EP 刷中は絶対に庙紙巧入□及び用紙排出□の□ーラー部に指を近づけないでください。 

指が□ーラー部に巻き込まれ、けびをずるおそれびあります。 

印刷をのを意事頂 

参印刷したちのをひっかいたり、こずり合わせたりしないでください。 

キズやミちれの原因となります。 


参印刷したものを重ねて放置したり、水にめ日したり、ほかの紙にこ 
ずったりしないでください。印刷び写つてしまラことびありまず。 


印刷をのぉ手入れ 

♦本機のプリンターはインクジエツト方式です。印刷を行っていると、プ U ントカートリツジ収納部周辺 
や製品本体にインクび付着する場合びありまず。インクび付着したときは、水を浸してかたく絞った 
ガーゼなどでおを取ってください。 

♦長時間使巧しないときは、キーボード及び排紙トレイは閉めて保管してください。 

♦本機を長期間使用しないときは、プリントカートリツジ収納部カバーをしっかりと閉めて、直射日光 
のあた5ない場所で、高温を湿を避けて、保管•管理してください。 

※プリントカートリツジは、本機に入れたまま保管してください。プリントカート U ツジを単体のま 
まで長期間保管すると、インクノズル部分の目詰まりの原因となりまず。 





印刷するとさの注意事項 
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画面の見かた 


本機の画面にはいろいろな情報が表示されます。 




(5> 


® ~~ U 


かク標準黒 1 - 

公園 ■. 


>組み：テキ: 


かック標準黒 

ジャンク’Vレ’ 
そびます。 


ジムぶ 




•宛を：登録 


21E 

を I 陽 一 . 

到えぐちよういち 
巧柳様" 

I 【干， I I 100008 
往巧 I 東京都台東区池之 
スターマンション 

JikJH 

雨 

宛名入力時のみ表示 


<D 


① 

機能表示： 

ご7…宛名作成機能のとさに表示されます。 

文面作成機能のとさに表示されます。 

でろ…デジタル写真プ U ント機能のときに表示されます。 

巧 '.'設定画面のときに表示されます。 

③ 

モード表示行：現在表示している画面の情報をおしています。 

③ 

モード表示：入力についての状態を示しています。 


文字修飾表示行：文字の修飾内容などを示しています。 

⑤ 

作成画面：巧ち込んだ文字や文書を表おします。 


操作ガイド：操作に必要な情報が表示されます。 

⑦ 

禁則が：組み合わせ作成、才 U ジナルはがさ作成、コ方ントプ U ント、写真俳句(応用作成のみ)で艾面を 
作成しているとさ、通常の入力がのち側に禁則巧が設けられます。テキスト入力に禁則処理 
し。..を行頭に配置しないよラにする）を加え、文字の自然な配置を実現しています。 


▲▼マーク：画面からかくれている選択項目や内容があるときに表示されます。 


»力ーソルのはた6をと動かしかた 

♦文面や宛名面に文字を入れているとさに、 ■ 
が表示されます。これは位置を示した印で、 
力ーソルと呼びます。力ーソルが合っている 
位置で文字キーを巧すと文字が入り、画面を 
巧すと文字げ消えます。 


力ーソル- 


でック 標宰黒 


けーソルは因田间因を巧して動かしま 
す。 


の 

上に カーソルが 移動する 

の 

下に カーソルが 移動する 

间 

左に カーソルが 移動する 

0 

ちに カーソルが 移動する 


♦画面にかくれている文字を見るためには、 
田因间田を巧してかくれている部分に 
カーソルを動かしまず。これをスク□ールと 
いいます。 



画面の見かた 
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キーボードと主なキーの働を 


キーボードには、たくさんのボタンがついています。ボタンのことを、この取扱説明書では r キー」と 
呼んでいます。 

ここでは主なキーの使いかたについて説明しています。 


® ②③④⑤⑥⑦⑧® 


f ® 




陸な[機能]]"為祀黑,「 


記号 


を字11ルビ却ド'」ント1;. 



防術) に g ] [ラ3 (^ tel )(^ fax ] B ホヵ1ヶ j ド、ッ J I へ■、) fl^ij I を退） 

应)臣) ( Ei ) 区)国)處)區)臣 D 应)巨) i 區10菌箇 
〇 (ED E ) ® (HD ¢3 £3 i 面回圓 
圆园因回回圆の因の囚； i の回面 

お zl いこ xj 炒 clf ね vj に b 1 f わ n ] 【を M ] f ん _J ( sS ) お幻 i ;, 〔 □ 」卜 J 
Q 肖る V 1 (5^ 司 扇 p ] 厂 変換1 ! を哥 赔窓1「爱^は，亭ょ] [ 実行 I ( をむ) 1 U 


適）遮）あ遮) 


领 


愈破愈® 



キ I ボ I 'ドと主なキ I の働さ 
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① 

:電源を入れたり切ったりするとさに巧します。 

③ 

を： トップメニュー画面を表示するとき に 巧します。 

風 

|««»):いろいろな設定をするときに巧します。 


に,」:入力した文字を大さく化大して確認したいとさに巧します。 

⑤ 

lai :画数や部首などか日漢字を入力したいときに巧します。 

⑥ 

1記号1:キーに印刷されていない記号を入れるとをに巧します。 

⑦ 

臣司：自分で文字を作ったり、作った文字を入れたりするとをに巧します。 


应ヨ:印刷の仕上びり状態を確認するときに巧します。 


h* 占卜1 :印刷するときに巧します。 

⑩ 

田田00 :文きが入る位置を示した■や、文字編集などのときに範囲を指定する■を動かすときに 
押します。また、項目などを選択するときにち巧します。 

⑩ 

数字キー：数字を入れるとさに巧します。 

⑩ 

1実行《む>1:操作を進めていくときに巧します。 

⑩ 

画面：文字を間違えたとさに巧します。 

⑩ 

歷3 :キーの上にピンクの文字で書かれている機能を使ラとをに巧します。 

⑩ 

壓罰 CM] :ひらびなやカタカナ、またはアルファベットの入力を切り換えるときに巧します。 

⑩ 

1変換1 :ひらがな入力した艾字を漢字に変換するとさに押します。 

⑩ 

岡:漢字変換するとき、まえに表示されていた候補の文字を表示させたいときに巧します。 

⑩ 

雨:1文字ずつ漢字を変換するとさに巧します。 

⑩ 

:操作を取り消しにり、中止するときに巧します。 

⑩ 

文字キー：文字を入れるとさに巧します。 


■キーのあらねしかたについて 


例 1 匹]を巧したあとに続けて CHiiD を巧すとさ' 

阿 I 実行:進か1 户巧します。 


♦キーの上にピンク色で書かれている機能を使うには… . 

區3を巧したあとに続けてピンク色で書かれている下のキーを巧します。 


m 「文字短縮」の機能を使ラとき' 

4 » 

交而活巧 

區 D ド!と巧します。 


♦操作手順の中で、 r 田因间因を巧して…」と書かれているときは、田田间田のいずれ 
かを巧してください。4つのキーすべてを巧す必要はありません。 



キ—ボ I ドと主なキ—の働さ 
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操作の進めかた 


本機の操作を始めるには、まず だ?- を巧します。 


翅を押すと、トップメニュー画面げ表示されます。 
ここか5、操作が始まります。 



トップメニュー画面 


@を押して、電源を入れまず。 

トップメニュー画面び表示されます。 


トップメニュー画面では、機能の内容やで 
さることびイラストで表されています。こ 
れをアイコンと呼びます。あなたびしたい 
ことを選んでください。 

どうやって選ぶの？ 

アイコンび青色の枠で囲まれているのびわかり 
ますか？ 

®(30 と J のいずれかを巧すと、青色の砕 
び動をます。あなたび選びたいアイコンに青色 
の枠を合わせてください。 


したいことのアイコンを選んだ5、 



20の年の月03日 1 



2日07年の月03日 1 


t 実行 (進む， 1 をキ申しまず。 

これで、あなたが選んだ ニューにしたがつ 
て、操作が進みます。 


操作を進めていぐと、次々と選択画面び表 
示されまず。 

選択を間違えてしまったり、前の画面に戻りた 
いとさは、を巧します。 

また、を押して、トップニュー画面から 
操作をやり直すことをでさます。 


選択画面について 

应田闻田対甲し 

て、あなたがしたい項 
目に青色の枠を合わせ 
て < ださい。 


「拡張」は本機の将来 
の拡張用に設けてある 
項目です。 




操作の進めかた 
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